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特別報告 
ジャーナルの貢献度・権威を示す h5-index で国際 P2M 学会誌が国内 8 位に！ 

 
千葉工業大学 社会システム科学部 プロジェクトマネジメント学科 田隈 広紀 

 
１．はじめに 

2018 年 5 月発刊の P2M マガジン 5 号に

て当学会の有審査ジャーナル「国際 P2M 学

会誌」の h5-index が 7、国内 21 位にランク

インしたことを報告しました[1]。h5-index は、

下図のようにジャーナルの貢献度・権威を

「量（掲載記事数）」と「質（被引用数）」を

両立した方式で算出するもので、「質」に注

目した Impact Factor の課題を克服する新た

な指数として注目を集めています[2][3]。例え

ば研究に重点を置く大学では、新規任用・

昇格の際に提出する研究業績に h5-index 等

の指数の併記を求めるケースが増えてきて

います。 

 
図１ h5-index の算出方法のイメージ 

 

3,300誌以上ある国内有審査ジャーナル[4]

で 21 位という対外的評価が得られたこと

は非常に喜ばしかったですが、その後この

指標の集計処理の不具合で、当雑誌の h5-
indexが集計されない状態が 3年間続きまし

た。そのため山本会長・亀山副会長らから

お力添えを頂きつつ、この集計処理の復旧

を集計元の Google 社に働きかけ、2021 年

分のリリースにて晴れて「国際 P2M 学会誌」

の h5-index が再集計されました[5]。 
 

２．国際 P2M 学会誌の h5-index は・・・ 
上記のような経緯で 3 年ぶりに公表され

た当学会誌の h5-index は、なんと 3 年前か

ら 2 ポイントアップの「9（中央値 11）」で、

国内 8 位にジャンプアップしていました！ 

 
図２ 2021 年の h5-index 国内ランキング[6] 

 
 上図のように、前回は図内に「中略」を入
れる必要がありましたが、今回はそのまま
入れられるほど上位に位置しております。
「Business, Economics, and Management」の
カテゴリに限定すれば国内首位です。これ
は P2M を開発された先生方、学会誌の投
稿・審査・定期発刊を支えた関連委員の皆
様、そして何より、学会誌へ優れた論文を
投稿して下さった著者の皆様とそれをご指
導された先生方の継続的な努力がもたらし
た成果であります。 
 
３．ランクアップの要因分析 
当該領域で国内のトップランナーとなっ

たからには、今度は残課題を冷静に内省し、
次なる高みを目指すべきでしょう。まず今
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回ランクアップした主な要因を私なりに厳
しい目で分析してみました。 
 今回 h5-index が増加した要因の半分は、
ズバリ当学会の会報誌である「P2M マガジ
ン」からの引用が占めています。同誌は今
年 6 月から J-STAGE で電子公開が開始さ
れ、その中の多くの記事が「国際 P2M 学会
誌」の論文を引用しており、7 月に実行され
た h5-index の集計処理にそれが反映されま
した。今回ランクインに直接貢献した 9 編
の論文は、P2M マガジンの記事から合計 10
回（平均 1.1 回）引用されており、もしこれ
がカウントされなかった場合、h5-index は 7
か 8（国内 14～19 位）でした。上記 9 編の
他誌からの合計引用回数は 3 回（P2M マガ
ジンを含めて 13 回）だったため、増加要因
のもう半分は、自誌内での引用（セルフサ
イテーション）の回数が前回集計時より増
えたことといえます。 
上記を読まれ少しガッカリされたかもし

れませんが、私自身はポジティブに捉えて
います。今回の増加は、当学会の知見を公
開する「バリエーション」が増え、さらにそ
れらが既存研究をきちんと参照するという
「基本的なリテラシを備えている」ことで
発生したといえます。これは学術成果を発
信する基盤（組織・制度・人材・ツール）が
成熟してきていることを表しています。「学
会離れ」が進行する日本において、このよ
うな雑誌がどれだけあるでしょうか？ 

 
４．これから何を為すべきか？ 
上記の通り、学術成果を発信する基盤は

整いつつあります。そしてこれからは、他
誌、そして海外からより多数の引用を受け
る（活用される）雑誌を目指すべきでしょ
う。これに向けた課題（伸びしろ）はたくさ
んあると思いますが、私個人としては「継
続的に自身が投稿しつつ門下生や知人に投
稿を勧める」ことが、単純ですが最も有効
と考えています。今回の h5-index に直接寄
与した論文は、全て当学会の重鎮の先生と
その門下生が著者でした。5 年後は上記の
「門下生」が主力となり、さらにその門下
生が出現してくることが望まれます。 
また他誌からの ResearchGate 等の SNS を

通じてご自身の研究成果を公開することも
有効と考えます。実は私も 1 年前に

ResearchGate へ登録したのですが、これま
でに 35 名の海外の研究者から論文のフル
テキストをリクエストされました。ご自身
の論文に引用してくれたかは分かりません
が、次回の h5-index の集計では、私の論文
も（海外雑誌からの被引用付きで）入るこ
とをこっそり期待しております。 
このように、新たな研究拠点を形成しつ

つ、個々人が継続的・積極的に研究成果を
創出・発信することで、海外を含む他誌か
らの引用（活用）が促進されると考えてお
ります。これを促進するため、カジュアル
な意見交換会を開くのも楽しそうですね。 

国際 P2M 学会誌は、特に社会科学領域で
の学位取得・教員任用の登竜門になりつつ
あると感じています。このポジションに満
足せず、「イノベーション創出・社会課題解
決ならとりあえず国際 P2M 学会誌を読め」
と国内外から認知されるような雑誌へ育て
ていきませんか？差し当って、まずは来年
の h5-index では自分の論文が直接貢献でき
るよう頑張ります・・・。 
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